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Abstract
　The purpose of this study is to clarify recognition of clinical practice leader in home nursing 
station where accepted practical training, which faculty of nursing made out “ Practical training 
attitude before home nursing practical training for the students” about criterion as basic materials 
that home nursing practical training is moderately effective developing.
　Research method carried out self-completed questionnaire by the mail of 120 persons who work 
in all of the home nursing station of 40 places as nursing, university of nursing, junior college of 
nursing and school of nursing which are accepting home nursing practical training, and we inquired 
necessity of each items of attitude about creterion by four-rated scales.
   The results of this research, it was shown that each items of attitude was indicated over 3 points 
on average, practical training leader have recognized highly necessity for attitude in this criterion. 
And it was shown that there was no great difference in practical training attitude recognized with 
the necessity between faculty of nursing and clinical practice leader in home nursing.
   Thought attitude is recognized to be an important ability with knowledge and technology in the 
nursing. In the future, we clarify the attitude and criterion with necessity for students, and it is 



－ 62 －

Ⅰ　はじめに
　在宅看護は、人々が生活する地域社会において行われ
る活動であり、医療者が対象の家庭に出向いて看護活動
を実践する１）という特徴がある。このような場で行わ
れる看護学生の在宅看護実習は、１～ 2 名の少数の学生
が訪問看護ステーションの指導者と一緒に療養者の家庭
を訪問し、看護を展開する実習である。そこでは限られ
た時間の中で療養者、家族、地域社会を理解し、信頼関
係を構築し、自らを受け入れてもらえなければ援助その
ものが実施できないという現実がある１）。在宅看護実習
における教員の指導体制は巡回型が大半であり、家庭訪
問場面に立ち会うことは少なく、直接的な指導は難しい
状況にある。近年は、臨地実習の指導者から学生の実習
態度に関して、やる気が感じられない等の課題や学生の
生活体験の乏しさが報告されている２～３）。川田らの調査
によると、看護教員が学生の臨地実習中の問題行動や場
面等を整理分類したところ、雑巾絞りや整理整頓、義歯
やポット等といった物の扱い方がわからないという生活
技術の乏しさや、敬語が使えない、挨拶ができないといっ
たコミュニケーション能力の乏しさ等があることを報告
している４）。これらの調査における臨地実習とは、大半
が病院での実習であるが、とりわけ在宅看護実習では、
生活場面に入ること、少人数の実習であること、教員は
巡回型指導体制であることの特徴を鑑みると、効果的な
実習を展開するためには、学生が主体的な学習姿勢を示
すことや礼節をわきまえたふるまいをするなど、より一

層実習態度を整える必要があると考えられる。しかし、
実習態度に関してその重要性は明記されているものの、
在宅看護実習において必要とされる具体的な実習態度項
目に関して明示された報告は殆ど見あたらないことか
ら、明確にしていく必要があると考えた。そこで、青森
県看護教育研究会地域看護グループ（以下、地域看護グ
ループ）では 2008 年に、看護教員が考える「在宅看護
実習前に学生に身につけさせたい実習態度」５）を作成し、
本誌にて報告した。今回はこの態度項目に関して、実習
受入先である訪問看護ステーションの実習指導者は必要
性をどのように認識しているのかを調査し検討した。

Ⅱ　研究目的
　看護教員が作成した「在宅看護実習前に学生に身につ
けさせたい実習態度」について、在宅看護実習を効果的
に展開する基礎資料とするため、実習受入先である訪問
看護ステーションの実習指導者の認識を明らかにする。

Ⅲ　研究方法
１．用語の定義
　実習態度とは、実習中に学生が感じたり考えたりした
ことが、言葉・表情・動作などの外面に現れた、ふるま
いおよび心構えや身構え、と定義する。

２．実習態度項目の作成
　本研究で用いた「在宅看護実習前に学生に身につけさ

important that to reflect with the education.
（J.Aomori Univ. Health Welf．11：61－66，2010）

キーワード：在宅看護実習、実習態度、実習指導者
Key Words：home nursing practical training，attitude，practice leader

要旨
　本研究の目的は、看護教員が作成した「在宅看護実習前に学生に身につけさせたい実習態度」につ
いて、在宅看護実習を効果的に展開する基礎資料とするため、実習受入先である訪問看護ステーショ
ンの実習指導者の認識を明らかにすることである。
　研究方法は、A 県内において看護系大学・短大、看護師養成所の在宅看護実習を受け入れている全
訪問看護ステーション 40 ヵ所に勤務する看護師 120 人を対象に、郵送による無記名自記式質問紙調
査を実施し、各態度項目の必要性を 4 件法で尋ねた。必要性は、「思わない」を 1 点～「とても思う」
を 4 点に点数化し、分析を行った。
　調査の結果、いずれの態度項目も平均値が３点以上であることから、実習指導者はこれらの態度に
関して必要性が高いと認識していることが示された。また、看護教員と訪問看護ステーションの実習
指導者では、必要と認識する実習態度に大差がないことが示された。
　看護において態度は、知識や技術とともに重要な能力とされている。今後は、態度項目に関する学
生の認識を調査し、尺度を作成していくとともに、得られた知見を在宅看護実習の教育に反映させて
いきたいと考えている。
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せたい実習態度」は、北東北 3 県の教育機関 34 校の在
宅看護実習担当教員を対象とした調査により、地域看護
グループが、2008 年に作成した。この態度項目は、質
問紙調査における自由記述および実習要綱に記載されて
ある態度面に関する記述について、その内容を質的帰納
的に分析し、カテゴリー化した。教員が認識する学生に
身につけさせたい実習態度は、37 のサブカテゴリー（結
果表２参照）と 6 のカテゴリーが抽出された。以下カテ
ゴリーを『 』、サブカテゴリーを〔 〕の括弧で囲んで示す。
6 のカテゴリーは、Ⅰ．『学生が、礼節をわきまえた行
動ができる』、Ⅱ．『学生が対人援助に必要なコミュニケー
ション能力を身につけている』、Ⅲ．『学生が、生活者を
援助する基盤となる自立した生活ができる』、Ⅳ．『学生
が対象者の生活様式や価値観にあわせた行動ができる』、
Ⅴ．『学生が、課題意識をもち実習にのぞむことができ
る』、Ⅵ．『学生が、医療人としての倫理性を遵守できる』
であった。（本項目の作成に関する詳細については、細
川らの「教員が考える在宅看護実習前に学生に身につけ
させたい実習態度－青森県看護教育研究会地域看護学グ
ループのとりくみ－」５）を参照）

３．対象
　A 県内の訪問看護ステーション 89 ヵ所（平成 20 年
3 月末現在）のうち、看護系大学・短大、看護師養成所
の在宅看護実習を受け入れている全ての訪問看護ステー
ション 40 ヵ所に勤務する看護師 120 人（40 ヵ所× 3 人）
を対象とした。1 施設あたりの対象人数を 3 人とした理
由は、訪問看護ステーションの指定基準である人員基準
が、2.5 人以上であることから、少人数のステーション
でも回答が可能となるように 3 人とした。また、大半の
訪問看護ステーションにおける学生指導体制は、学生指
導の主担当者および副担当者が存在し、これらの担当者
が主として学生の指導に携わり、療養者の自宅へ学生を
同行する機会が多い。それ以外に、学生指導の主な担当
者ではないが、自分の受け持ちの家庭に出向く際に学生
と同行する機会がある看護師も想定されることから、学
生の実習に携わる主な看護師 3 人とした。

４．調査方法
　郵送による無記名自記式質問紙調査を行った。１施設
に 3 人分の調査用紙をまとめて送付し、学生の実習に携
わる主な看護師 3 人から個別に回答を求め、返信用封筒
で回収した。
　調査内容は、まず「在宅看護実習前に学生に身に付け
させたい実習態度」項目の 37 のサブカテゴリーを下位
項目とし、必要性の認識について「思わない」、「あまり
思わない」、「まあまあ思う」、「とても思う」の 4 段階で

評定を求めた。次に、37 項目以外で必要と考える態度
に関する自由記述を求めた。調査期間は平成 20 年 3 月
であった。

５．分析方法
　37 下位項目について、「思わない」を 1 点、「あまり
思わない」を 2 点、「まあまあ思う」を 3 点、「とても
思う」を 4 点に点数化し、各項目の平均値および標準
偏差を算出した。次に、６カテゴリー間の差を Kruskal 
Wallis 検定および多重比較（Bonferroni）を用いて検討
した。さらに、下位項目と対象者の属性との関連を検討
するために Mann-Whitney の U 検定を用いて分析した。
なお、有意水準は 5％未満とし、分析には Dr.SPSS Ⅱ 
for Windows を用いた。自由記述に関しては、地域看護
グループメンバーで内容を検討した。記述されている内
容が、本調査で用いたいずれの項目にも該当しないが、
態度に必要であると判断された内容を抽出し、文言を整
理した。

６．倫理的配慮　
　研究の趣旨ならびに無記名で個人が特定されないよう
統計処理し、研究目的以外には使用しないこと、研究協
力は自由であることを文書で説明した。回答をもって同
意を得たものとした。

Ⅳ　結果
　 質 問 紙 配 布 数 120 部、 回 収 数 81 部 で、 回 収 率 は
67.5％であった。
１．対象者の属性
　対象者の属性を表１に示す。年代は 40 代が 38 人

（46.9％）と最も多く半数を占めていた。看護師として
の業務経験年数の平均は 18.6 ± 7.47 年、訪問看護師（訪
問看護ステーションの看護師）としての業務経験年数は
6.3 ± 3.9 年であった。

表１　対象者の属性
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２．訪問看護ステーション実習指導者の態度に関する認識
　実習指導者が学生に必要と認識している態度の下位項
目の平均値および標準偏差の結果を表２に示した。得点
が高いほど必要性が高いと認識していることを示す。い
ずれの項目も平均値が 3.0 以上で、まあまあ思う、とて
も思うの段階であった。得点が最も高値であった下位項
目は〔自分勝手に行動しない（3.76 ± 0.46）〕で、次いで〔決
められたルールを守ることができる（3.74 ± 0.47）〕、〔約
束した時間を守ることができる（3.73 ± 0.55）〕、〔情報

を口外しない（3.73 ± 0.57）〕と続いていた。上位 5 項
目中、４項目がカテゴリーⅥ．『学生が、医療人として
の倫理性を遵守できる』に属する項目であった。一方、
得点が最も低値であった下位項目は、〔自分で食事を作
ることができる（3.04 ± 0.77）〕、〔もてなしへの対応が
できる（3.06 ± 0.77）〕、〔訪問先での水道、ティッシュ、
オムツ等の物品の節約ができる（3.20 ± 0.75）〕、〔相
手にあわせた服装を身につけることができる（3.22 ±
0.84）〕であった。

表２　在宅看護実習指導者の態度に関する認識

検定１　Kruskal Wallis 検定 bonferroni の多重比較　＊ｐ＜ 0.05

検定２　Mann-Whitney の U 検定　＊ｐ＜ 0.05
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　カテゴリー（上位項目）間の差について Kruskal Wallis 
検定を行った結果、有意差が認められ（p<0.05）、さらに
多重比較（Bonferroni）を行った結果、カテゴリーⅢ『学
生が、生活者を援助する基盤となる自立した生活ができ
る』と、カテゴリーⅥ『学生が、医療人としての倫理性
を遵守できる』に有意差が認められた（p<0.05）。指導者
はカテゴリーⅥを重視しているという結果であった。
　下位項目と属性との関連について解析した。属性につ
いては、年代、経験年数、学生担当とした。年代との関
連では、中間層であった 30 代以下と 40 代以上の 2 群に
分類し比較したところ、9 の下位項目で有意差が認めら
れた（ｐ <0.05）。この 9 下位項目のうち、4 項目はカテ
ゴリーⅠ『学生が、礼節をわきまえた行動ができる』に
属し、3 項目が『学生が、医療人としての倫理性を遵守
できる』に、2 項目が『学生が、生活者を援助する基盤
となる自立した生活ができる』に属していた。これらは
いずれも 30 代以下において平均値が高く、必要性の認
識が高いという結果が示された。経験年数との関連では、
看護師の経験年数で有意差が認められ（ｐ <0.05）、訪
問看護師の経験年数では有意な差は認められなかった。
学生指導の担当を主担当・副担当とその他の 2 群に分類
し比較したところ、5 の下位項目で有意差が認められた

（ｐ <0.05）。このうち、2 項目は『学生が、生活者を援
助する基盤となる自立した生活ができる』に属し、他は

『学生が、礼節をわきまえた行動ができる』、『学生が対
象者の生活様式や価値観にあわせた行動ができる』、『学
生が、医療人としての倫理性を遵守できる』に各 1 項目
であった。これらは主担当・副担当群で必要性の認識が
高いという結果が示された。

３．在宅看護実習に必要な態度の追加
　教員が作成した項目以外について、本対象者が必要と
考える態度に関する自由記述を求めた結果、いくつかの
回答が寄せられた。その中で、追加が必要と判断された
記述は 2 項目あり、他の項目と文言の整合性を図り、次
の 2 点を追加した。1 つは、〔自分の感情をコントロール
できる〕で、カテゴリーⅡ．『 学生が対人援助に必要な
コミュニケーション能力を身につけている』、に追加さ
れた。もう 1 つは、〔前向きな姿勢を持って意欲的にの
ぞむことができる〕で、カテゴリーⅤ．『学生が、課題
意識をもち実習にのぞむことができる』、に追加された。
　
Ⅴ　考察
　本研究の結果から、先行研究で抽出された教員が考え
る在宅看護実習前に学生に身につけさせたい実習態度
と、実習受け入れ先である訪問看護ステーションの実習
指導者が認識する必要な態度とは大差がないことが示さ

れた。それは、37 下位項目のいずれも平均値が 3.0 以上
であり、最も低値の項目においても平均値が 3.04 ± 0.77
であったことから言える。
　一方、訪問看護ステーションの指導者が認識する学生
に必要な態度に関して、上位項目間（カテゴリー間）に
は有意差が認められ、指導者はカテゴリーⅥ『学生が、
医療人としての倫理性を遵守できる』をより重視してい
るという結果が得られた。このことは、看護職が訪問看
護ステーションの経営・管理という大きな役割が課せら
れた６）という現状が影響を及ぼしていると推察された。
つまり、訪問看護ステーションの看護師は、適切かつ質
の高い看護を効率的に提供し、サービスの利用者である
療養者からの選択により契約関係を成立させる必要があ
る。学生であっても、共に行動するという点において、
業務の遂行に支障を及ぼすことは避けなければならず、
このことが、〔自分勝手に行動しない（3.76 ± 0.46）〕、〔決
められたルールを守ることができる（3.74 ± 0.47）〕、〔情
報を口外しない（3.73 ± 0.57）〕を重視する傾向につな
がったと考えられた。すなわち、経営や契約といった側
面において、ステーション看護師の立場が反映された結
果と推察される。
　次に、属性の違いが態度の必要性の認識に影響を及ぼ
すかを検討したところ、30 代以下の群がカテゴリーⅥ

『学生が、医療人としての倫理性を遵守できる』で必要
性の認識が高いことが示された。このことは、昨今の臨
床や教育における倫理教育の現状が影響している可能性
が考えられた。平成 15 年に日本看護協会から「看護者
の倫理綱領」、16 年には「看護研究における倫理指針」
が公表され、看護現場において急速に看護倫理に関する
整備がなされ、それを受け、教育の中でも看護倫理教育
が重要視されるようになってきた背景がある。このため、
このような教育や研修を受ける機会が多いと考えられる
比較的若い世代が、倫理性を遵守する態度に関して、よ
り必要と認識する傾向が高まったのでないかと推察され
た。生活の場に入り、密室性の高い場で提供される訪問
看護の特性を考慮すると、今後ますます倫理性の遵守が
重視され、在宅看護実習の学生においても求められてい
くものと考えられる。
　一方、学生指導の担当別による態度の必要性の認識を
比較したところ、主担当・副担当群が、カテゴリーⅢ『学
生が、生活者を援助する基盤となる自立した生活ができ
る』で認識が高い結果が示された。このことは、療養者
の自宅に直接同行する機会の多い学生指導の主担当者や
副担当者が、学生の生活体験のなさに直面することが多
く、そこから学生自身が基本的生活習慣をはじめとした
自立した生活を身につける必要性を感じることが多いた
めと考えられた。
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　看護学生の実習態度に関連した研究はいくつかある。
原ら７）は、成人看護学実習担当教員を対象に、実習態
度を評価する際の学生の具体的な行動について調査分析
したところ、多くの教員が印象に残った場面や問題行動
などの断片的な場面から学生の実習態度を評価している
ため、実習態度の評価は難しい、自分の評価に自信がな
いと認識していることを報告している。灘８）は、学生
を対象に、態度面において看護師にはどのようなことが
求められているかを調査し、学生の自由記載の中から情
意領域の項目を整理し、学生による自己評価表を作成し
た。その内容は、あいさつができる、身だしなみを整え
ることができる、人の目を見て話をすることができる、
約束を守ることができる、自分の考えを表現することが
できる等の 24 項目で、本研究における学生に身につけ
させたい実習態度と類似するものであった。しかし、灘
の報告は看護学生からのみ得られた尺度であること、ま
た、臨地実習全般のものであり在宅看護実習に特化した
ものではないという点で本研究とは相違がある。そのた
め、本研究で用いた項目のうち、訪問に必要なマナーが
身についている、訪問先での物品の節約、使った部屋や
物品の清掃や後片付け、自分で起きる、自分で食事を作
るなどの生活者としての自立といった項目は含まれてい
なかった。一方、在宅ケア実習での学生の実習態度に関
する調査では、原田ら９）が実習対象者に対して学生の
態度を尋ねているが、具体的な項目までは言及していな
い。したがって、本研究において看護教員が作成した実
習態度項目と、訪問看護ステーションの指導者の認識に
大差がなかったという結果は、教員 ･ 指導者双方の認識
が確認されたという点で意義があり、本項目の有効性を
示す可能性があると言える。　
　態度の教育は今後ますます重要視されることが推察さ
れる。経済産業省では、従来、職場や地域社会で活躍す
るために必要な能力が、社会環境の変化や家庭や地域社
会の教育力の低下等により身につける機会が減少したと
指摘し、前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力
の「社会人基礎力」の育成を提言している10）。これらは
いずれも態度に関連した能力であると言えよう。また、
これに呼応し、全入学時代を迎えるであろう大学で培う
能力に「学士力」が提案されている11）。これは、「知識」「技
能」「態度」「創造的思考力」の４分野からなり、卒業認
定に関与するとされている。看護においても、従来から
態度は知識や技術とともに重要な能力とされてきた。時
代の情勢に応じて今後具体的な態度尺度が求められるこ
とが予測される。これらのことから、在宅看護実習を効
果的に展開するためにも、在宅看護実習前に身につける
態度を明確にし、一般化していくことが必要である。
　今後は、本項目に関する学生の認識も調査し、また、

病院での臨床実習態度との比較を検討し、尺度を作成し
ていくとともに、得られた知見を在宅看護実習の教育に
反映させていきたいと考えている。

〔受理日：平成 22 年 7 月 14 日〕
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